







































































































4回目 フォニックスアルファベット•フォ:ックスかるた'Joint StorytellinfThe Giant T"導入
晒目 Joint §t"The Giant W役決めとお面作り
Joint StorytelllngwTh® Giant Turnip"全体で取とセリフの練習
7回目 Joint Storytelling'The Giant Turnip'7 ル-ブ別練習
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ピアスーバーバイザーからのコメント
本稿は、「音韻認識Jの確立と児童英語指導法の体 
得のカリキュラムの報告である。本学の学生は英語 
に興味はあるものの、苦手意識を持っているものも 
少なくはない。そのような学生に対し、本稿では苦 
手だからといって避けて通ることのできない英語教 
育を学生たちがどのように指導すればよいのか、ま 
た雜 自身が苦手飜を持たずに藏に興味を持っ 
にはどうすればよいのかという授業の取り組みが報 
告されている。
昔話を題材に、オペレッタ形式でグノい-プに分か 
れて発表することで、楽しんで取り組めている。ま 
たその様子をビデオ撮影することで、自分たちの振 
り返りに繋いでいる。獨でもこの経験を生かし苦 
手意識を持たずに、子どもたちが英語に興味を持つ 
きっかけ作りに取り組んでほしい。
胞当：田中麻紀子)
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